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ばくがを かじった ねずみを たべた、













ねずみを たべた ねこを おどした、
ねずみは かじった できた ばくがを、















めうしは ついた まがった つので、
ねこを おどした いぬを ひとつき、
ねこは ねずみを たべたとさ、
ねずみは かじった できた ばくがを、

















ミルクを しぼった めうしの ミルクを、
めうしは ついた まがった つので、
ねこを おどした いぬを ひとつき、
ねこは ねずみを たべたとさ、
ねずみは かじった できた ばくがを、


















おんぼろ まとった わかい おとこが、
ひとりぼっちの むすめに キスした、
むすめは しぼった めうしの ミルクを、
めうしは ついた まがった つので、
ねこを おどした いぬを ひとつき、
ねこは ねずみを たべたとさ、
ねずみは かじった できた ばくがを、





















おひげを そって あさの おいのり、
けっこんしきで、せいしょを よんだ、
けっこんしたのは おんぼろ おとこ、
おとこは キスした さびしい むすめに、
むすめは しぼった めうしの ミルクを、
めうしは ついた まがった つので、
ねこは おどした いぬを ひとつき、
ねこは ねずみを たべたとさ、
ねずみは かじった できた ばくがを、























ぼうさん はやおき おひげを そった、
おひげを そって あさの おいのり、
けっこんしきで、せいしょを よんだ、
けっこんしたのは おんぼろ おとこ、
おとこは キスした さびしい むすめに、
むすめは しぼった めうしの ミルクを、
めうしは ついた まがった つので、
ねこは おどした いぬを ひとつき、
ねこは ねずみを たべたとさ、
ねずみは かじった できた ばくがを、

























たねまく むぎを おんどり つつく、
あさの おんどり コケコッコー、
ぼうさん はやおき おひげを そった、
おひげを そって あさの おいのり、
けっこんしきで、せいしょを よんだ、
けっこんしたのは おんぼろ おとこ、
おとこは キスした さびしい むすめに、
むすめは しぼった めうしの ミルクを、
めうしは ついた まがった つので、
ねこは おどした いぬを ひとつき、
ねこは ねずみを たべたとさ、
ねずみは かじった できた ばくがを、



























































た ちょう」「ちょうを つかまえた かえる」「かえるに おどろいて そらを とんだ あひ
る」「あひるの うんだ たまごを たべた さかな」「さかなを つった じゃっくの となり
の いえに すむ おとこ」が次々と加わって，独自の積み上げうたが提示されるのである。最



























































































ストは「いぬくん，いぬくん／ねずみを たべた ねこを おどした，／ねずみは かじった








































































































































































（4） 原詩第4連は ・Thisisthecatthatkiltherat・だが，中原版は ・kil・の意味を意図的に弱めて
「ねずみをつかまえたねこ」と表現している。
（5） 実は，この絵本の表紙は裏表紙とひとつながりの絵になっており，牝牛も裏表紙部分に登場してい
る。
（6） 日本語版は無粋なことに，このページに版権表示を入れている。また，原著では詩行 ・Thisisthe
housethatJackbuilt.・の最初の「T」を飾り柱として描くことで，テキストを絵の一部に組み込ん
でいたが，日本語版はこれをただ「消して」いる。その結果，画面中央に不自然な空間が生じたばか
りか，柱にとまっていたはずの烏が空中に浮いているような不自然な状態になってしまっている。絵
本における「絵」あるいは「絵とテキストの関係」に配慮しない翻訳編集の好例である。
（7） 原著のテキストは，ハリウェル及びオピー夫妻の版と比べると，第11連で下線部のような変更が
みられる。・Thisisthefarmersowinghiscorn/Thatkeptthecockcrowedinthemorn・⇒
・Thisisthefarmerthatsowedthecorn/Thatfedthecockcrowedinthemorn・
（8） 原著では ・BigMac・，・Whopper・といった商品名も入っている。
（9） 日本語版の登場人物紹介欄に登場する「謎の男」のシルエットは，読者の混乱を助長するだろう。
但し，これはそもそも，最終連として新たにつけたされた部分の主役である「えかき」を指している
と解釈すべきである。後述する通り，日本語版では削除されているものの，原著ではこの「えかき」
の正体当てクイズが出題されているからである。だが，これらの情報を削除した日本語版では「謎の
男」をジャックだと解釈する読者がいたとしてもしかたがない。
（10） 前者については，谷川自身が，絵本学会第13回研究大会の講演で「『ジャックのたてたいえ』を真
似て作った」絵本だと述べている（「絵本学会NEWS」No.40，2010年10月12日発行，3頁）。
（11）『あるげつようびのあさ』（シュルヴィッツ作），『パパがやいたアップルパイ』（トンプソン文・ビー
ン絵），『よるのいえ』（スワンソン文・クロムス絵）など。
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